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令和２年度第２回 半田市地域福祉計画推進委員会 

及び半田市地域福祉計画策定委員会 会議要旨 
 

開催日時 令和２年１０月１３日（火） １０時００分～１１時００分 

開催場所 市役所 大会議室 

会議次第 

１ はじめに 

２ 議事 

（１）チャレンジ項目とコラムについて【資料１】 

（２）第２次計画素案に係る委員提出意見等について【資料２】 

（３）ふくし課題プロジェクトの試行について【資料３】 

（４）今後の予定について【資料４】 

３ 事務連絡 

出席者 

【委員】 

小栗 照夫、山田 嵩、森川 武彦、立石 佳輝、今井 友乃、鷲野 林平、 

下村 裕子、柴田 将人 

【半田市】 

福祉部長 新村 隆、地域福祉課 杉江 慎二、内藤 誠、竹之越 夏姫、 

生活援護課 間瀬 直人、高齢介護課 沢田 義行、 

子育て支援課 伊藤 奈美、保健センター 沼田 昌明 

【半田市社会福祉協議会】 

小坂 和正、中根 靖幸 

欠席者 【委員】溝口 昭弘 【半田市社会福祉協議会】前山 憲一 

決定事項 

・チャレンジ項目及びコラムを始め、最新の計画素案について意見等ある

場合には事務局へ提出すること。 

・委員からの意見により修正があり、委員の判断を仰ぐ必要がある場合に

は、パブリックコメント実施前に修正後の最新の素案を委員へ配付する

こと。 

次第 議事概要 

１ はじめに （地域福祉課長） 

・令和２年度 第２回 半田市地域福祉計画推進委員会及び半田市地域福 

祉計画策定委員会を開催します。 

（福祉部長） 

・本日は、みなさまから頂戴しましたご意見等についてご説明させていた

だきます。忌憚なくご発言いただき、議論を深めていきたいです。よろし

くお願いします。 

（地域福祉課長） 



 

２ 

 

・これからの進行は鷲野委員長にお願いします。 

２ 議事 

（１）チャレ

ンジ項目とコ

ラムについて

【資料１】 

（委員長） 

・それでは、次第に沿って議事を進行します。よろしくお願いします。 

（事務局〈市〉） 

○資料１（Ｐ．３～８）に基づき説明。 

（下村委員） 

・チャレンジ項目を掲載することで、計画策定作業部会で検討した内容が

盛り込まれたので良かったです。また、第２次計画で進めていきたい項目

が具体的に記載され、第１次計画との違いが明確になり、市民にとっても

わかりやすくなったと思います。 

（小栗委員） 

・コラムの記載内容について、信憑性等も含め、改めて検討したほうが良い

と思います。 

（福祉部長） 

・掲載順や信憑性等について改めて検討してください。 

（事務局〈市〉） 

・検討します。 

２ 議事 

（２）第２次

計画素案に係

る委員提出意

見等について

【資料２】 

（事務局〈市〉） 

○資料２（Ｐ．９～１４）に基づき説明。 

・質疑等なし 

２ 議事 

（３）ふくし

課題プロジェ

クトの試行に

ついて【資料

３】 

（事務局〈市〉） 

○資料３（Ｐ．１５）に基づき説明。 

（福祉部長） 

・今後、ふくし課題プロジェクトの案件はどのように選定されるのですか。 

（事務局〈市〉） 

・コア会議で候補をしぼり、年に２回開催を予定している推進委員会うち、

年度末に開催する委員会で委員のみなさんに決定していただきます。 

（福祉部長） 

・コア会議も来年度以降も継続して開催されるということですか。 

（事務局〈市〉） 

・そのとおりです。 

（森川委員） 



 

３ 

 

・このプロジェクトは計画を策定するために実施するものですか。それと

も、計画で掲げた課題・目標を達成するために計画策定後も実施するもの

ですか。 

（事務局〈市〉） 

・このプロジェクトは計画を策定するためのものではありません。日頃の

課題を解決するために、計画策定後も複数のプロジェクトを実施してい

きます。また、計画に掲げたものだけが対象ではありません。 

（委員長） 

・試行運用の案件について、コア会議では他にどのような候補が挙がって 

いたのか紹介をお願いします。 

（事務局〈市〉） 

・①新型コロナ禍における地域福祉活動（住民参加） 

②法人との協働による地域福祉活動（担い手育成） 

③居住支援ハンドブック作成と見守り大家さん拡充 

④福祉避難所等体制整備のさらなる具体化 

⑤生活困窮者の地域サロン等での活動体験（疑似就労）受入拡大 

⑥重層的支援体制の整備 

以上、６候補のうち一番意見が多かった④に決定しました。 

（下村委員） 

・半年間で仕組みづくりを行うのは難しいと思いますが、行政・福祉事業所

それぞれの役割等を明確にし、具体的な仕組みづくりをお願いします。福

祉避難所の体制について、モデルケースを提示してもらえるとわかりや

すいと思います。 

（事務局〈市〉） 

・この半年間でどこまでやれるのかを見極めながら進めていきます。 

（地域福祉課長） 

・福祉避難所の体制整備については、喫緊の課題と承知をしています。災害

時の具体的な運営等、このプロジェクトとしてどこまで踏み込めるのか

を検討しながら進めていきます。 

（今井委員） 

・ふくし課題プロジェクトは、基本目標４という大きく掲げられている目 

標の１つです。ここで作られた仕組みがあると、市全体が分野を横断して

動きやすくなると思っておりますので、期待しています。 

２ 議事 

（４）今後の

予定について

（事務局〈市〉） 

○資料４（Ｐ．１６～１７）に基づき説明。 

（下村委員） 



 

４ 

 

【資料４】 ・１１月の市幹部会や全員協議会への報告により、計画が修正されること

はありますか。 

（事務局〈市〉） 

・修正はほぼないと考えております。 

（柴田委員） 

・パブリックコメントはどのように募集するのですか。概要版を市民へ郵

送するのですか。 

（事務局〈市〉） 

・通常のパブリックコメントであれば計画本文を公民館や図書館等の公共

施設へ設置し募集を行いますが、今回はパブリックコメントを行う計画

が多くあるため、概要版を設置し周知します。本文はホームページへ掲載

し、希望者のみ郵送します。 

（柴田委員） 

・通常、どれくらいの意見が出されるものですか。 

（福祉部長） 

・０ではありませんが、多くて１０件程と思います。 

（委員長） 

・意見をたくさんもらえるような周知方法をお願いします。 

（地域福祉課長） 

・公共施設だけでなく、計画に関連する施設へも概要版を設置します。 

３ 事務連絡 （事務局〈市〉） 

・次回、第３回半田市地域福祉計画推進委員会及び半田市地域福祉計画策 

定委員会は令和３年２月９日（火）１０時００分から開催します。 

・議事録を半田市のホームページに掲載します。 

おわりに （地域福祉課長） 

・以上を持ちまして、令和２年度 第２回 半田市地域福祉計画推進委員 

会及び半田市地域福祉計画策定委員会を終了します。ありがとうござい 

ました。 

 
（終了） 

 


